


2紀州農語り 2

「
一
世
紀
つ
づ
く
産
地
に
…
」
と
願
い

～
世
代
交
代
を
む
か
え
る
時
～【

ス
タ
ー
チ
ス
】

スターチス60ａ栽培をメインに、

カスミソウ10ａ、小菊10ａ、

小玉スイカ50ａを家族で

経営しています。

印南町印南

山
やま

下
した

　勝
かつ

也
や

さん（49才）



3 紀州農語り

今
年
で
ス
タ
ー
チ
ス
を
作
り
始
め
て
30
年

目
に
な
る
勝
也
さ
ん
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
紀
州
み

な
べ
い
な
み
花
き
部
会
ス
タ
ー
チ
ス
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
旧
Ｊ
Ａ
和
歌
山
い
な
み
か

ら
現
在
ま
で
、
花
き
部
会
、
ス
イ
カ
部
会
等

の
生
産
部
会
の
役
員
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

勝
也
さ
ん
は
、
旧
Ｊ
Ａ
和
歌
山
い
な
み
か
ら

旧
Ｊ
Ａ
み
な
べ
い
な
み
、
Ｊ
Ａ
紀
州
の
合
併

の
時
代
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

等
で
厳
し
い
販
売
状
況
に
な
っ
た
と
き
、
Ｊ

Ａ
と
部
会
が
協
力
し
て
花
き
生
産
を
立
て
直

す
た
め
に
、
前
処
理
方
法
や
湿
式
輸
送
等

「
花
・
ひ
と
・
環
境
」
に
や
さ
し
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
紀
州

と
な
っ
て
組
織
が
大
き
く
な
り
、
部
会
（
生

産
者
）
と
Ｊ
Ａ
、
そ
し
て
担
当
職
員
と
の
繋

が
り
や
連
携
の
必
要
性
を
、
よ
り
一
層
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
ま
す
。

部
会
役
員
と
し
て
、
部
会
と
Ｊ
Ａ
を
ま
と

め
る
役
割
を
果
た
し
、
部
会
・
営
農
・
販
売

の
担
当
者
が
一
つ
と
な
り
、
生
産
者
の
所
得

向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
勝
也
さ
ん
は
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
会
の
視
察
研
修
で
は
、
全
国
各

地
の
花
き
産
地
に
出
向
い
て
い
ま
す
。「
実

際
に
体
で
感
じ
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、

意
識
の
向
上
に
な
り
ま
す
。
様
々
な
方
と
交

流
を
深
め
、
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
す
」
と
勝
也
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

花
の
種
類
の
中
で
も
、
ス
タ
ー
チ
ス
は
マ

イ
ナ
ー
な
品
目
で
あ
る
た
め
に
「
世
界
中
の

人
々
に
、
も
っ
と
ス
タ
ー
チ
ス
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
感
じ
て
い
る
勝
也
さ
ん
。

子
ど
も
達
に
花
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
、

ス
タ
ー
チ
ス
を
浸
透
さ
せ
た
い
と
、
知
名
度

向
上
へ
の
思
い
が
大
き
い
そ
う
で
す
。

数
年
前
か
ら
、
地
元
の
い
な
み
こ
ど
も
園

の
花
育
教
室
に
講
師
と
し
て
参
加
し
て
、
子

ど
も
達
に
は
「
当
産
地
の
花
」
を
使
っ
た
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
初
め
て
の

取
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
達
に
ス
タ
ー
チ
ス

の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
お
彼
岸
期
間
中
に

Ａ
コ
ー
プ
い
な
み
店
に
掲
示
し
ま
し
た
。

仏
花
と
し
て
使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

で
す
が
、
色
と
り
ど
り
の
ス
タ
ー
チ
ス
は
色

別
に
使
う
こ
と
で
、「
も
っ
と
色
ん
な
と
こ

ろ
に
使
え
る
は
ず
」
と
勝
也
さ
ん
は
常
々
思

っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
は
ス
タ
ー
チ
ス
生
産
量
日
本
一

で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
紀
州
で
の
ス
タ
ー
チ
ス
生
産

規
模
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
彼
岸
前

に
行
っ
た
Ｊ
Ａ
内
の
御
坊
地
区
と
、
み
な
べ

い
な
み
地
区
の
ス
タ
ー
チ
ス
生
産
者
代
表
に

よ
る
情
報
交
換
会
で
は
、
得
る
情
報
が
沢
山

あ
っ
た
と
勝
也
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
今
後
も

継
続
し
て
交
流
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
部
会

を
活
性
化
し
、よ
り
強
固
な
ス
タ
ー
チ
ス
（
花

き
）
産
地
と
な
る
よ
う
に
務
め
て
い
き
た
い

と
熱
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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部
会
の
役
員
も
務
め

積
極
的
に
活
動
！

幼
い
頃
か
ら
ス
タ
ー
チ
ス
と

ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
！

ス
タ
ー
チ
ス
産
地
と
し
て
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Ｊ
Ａ
紀
州
女
性
会
が
取
り
組
む
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
約
17
年
前
か
ら
始
ま
り
、

Ｊ
Ａ
紀
州
管
内
で
生
産
す
る
花
を
使
用
し
ま

す
。
卒
業
生
が
作
っ
て
家
族
へ
贈
っ
た
り
、

在
校
生
が
作
っ
て
卒
業
生
に
贈
っ
た
り
…
と
、

各
校
で
様
々
で
す
。
今
年
は
20
校
が
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
、
女
性
会
員
の
方
々
が
講
師
を

務
め
、
子
ど
も
達
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
始
め
る
前
に
、
Ｊ
Ａ

職
員
が
使
用
す
る
花
に
つ
い
て
紹
介
し
、
子

ど
も
達
に
地
元
の
花
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

管
内
で
生
産
量
全
国
一
を
誇
る
ス
タ
ー
チ
ス

を
は
じ
め
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
花
の
特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
色
と
り
ど
り
の
お
花
に
触

れ
親
し
み
な
が
ら
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
か

ご
を
作
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
自
分
達
の
暮
ら
す
ま
ち
が
、
花
産
地
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
…

スターチスは、白い部分が花です！色がある所は、ガクになります。

ドライフラワーとしても、可愛く楽しめますよ♪ 

御坊市は スターチス生産量日本一！ みんな、覚えてね！

御坊営農販売センター  油谷指導員

女性会 玉置絹子さん

早蘇中学校  ２年生14人丹生中学校  ２年生15人

川原河小学校  全校６人 日高中学校  ３年生78人

塩屋小学校  ６年生15人

野口小学校  ６年生16人
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山野小学校  5・６年生４人

中津小学校  ５・６年生32人

白崎小学校  全校56人

大成中学校  ３年生72人

藤田小学校  ６年生18人

寒川第一小学校  全校15人

和田小学校  ６年生23人

笠松小学校  全校16人

江川小学校  5・６年生15人 和佐小学校  5・６年生23人

由良小学校  ６年生３０人

三百瀬小学校  5・６年生10人

川辺西小学校  ６年生33人

御坊小学校  ６年生58人
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▲最後は講座の枠を超えて交流！スペシャルランチを楽しみました▲

▲一人ひとりに卒業証書・修了証書を授与

▲講座の感想を述べた戸根さん㊧と嶋さん㊨

▲閉講式にぴったりの「卒業写真」などを披露してくれました

▲オリジナルソング「enjyu」などを歌い、力強く美しい歌声に魅了されました

～この出逢いを大切に…仲間と笑顔のひとときを～

女性大学ヴィーナス・女性倶楽部パール・男性講座『粋』くらし道場
3講座合同閉講式 ＆ お楽しみライブショー

3 月 17 日、女性大学ヴィーナス第 3 期、女性倶楽部パール、男性講座『粋』くらし道場の合同閉講式を、日高川町の

Sound Café NEIRO( サウンドカフェ・ねいろ ) で開催しました。

閉講式では、久保秀夫組合長から卒業証書と修了証書を授与しました。来賓の赤坂幸子女性会長から「新しい仲間も

増え、色々な経験を通して新たな発見があったと思います。忙しい日々の中で、楽しかった講座のことを思い出してほ

しいと思います」と祝辞を頂きました。3 講座の受講生を代表し、パールを受講した嶋富子さんと戸根利江子さんが「色

んな企画があって沢山の楽しい思い出ができました」と笑顔で講座の感想を述べました。

お楽しみライブショーでは、地元で活躍しているバンド KID × 2（キッズ）とオトナリズムが、閉講式にぴったりの

曲を披露。その後は講座の枠を超え、交流を深めながらランチを堪能しました。最後には、3 講座の様子をまとめたスラ

イドショーを流し、思い出を振り返りました。

＊ 平成 30 年度も、各講座を開講する予定です。広報誌等でお知らせいたしますので、興味のある方はぜひご参加ください！

KID × 2

オトナリズム

自己改革
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2 月 23 日　年長 21 人、年中 23 人

じゃがいも植え

2 月 27・28 日、ＪＡ紀州は管内の幼稚園、保育園 6 園を訪問し、園児たちが 1 年間かけて集めてくれたペットボト

ルのキャップを回収しました。ＪＡ紀州マスコットキャラクター「きぃぽん」もお手伝いをしてくれました。ＪＡ職員が

エコキャップ運動について説明し、「これからも、世界の子どもたちを救うために、キャップを集めてくださいね」と呼び

かけました。 

県立日高高等学校の生徒 5 人が、御坊市のスターチス

の PR 活動を行いました。総合学習の授業の中で、特産の

スターチスに着目。SNS の人気アプリ「インスタグラム」

を活用した PR 方法を発案しました。インスタグラムでは、

様々なスターチスの写真を投稿。リース、花束など、カラ

フルなものを作ることを心掛け、撮影時は背景や構図にこ

だわります。撮影後は色味を加工して「インスタ映え」す

るように仕上げました。生徒達は「高校生の目線で『御坊

市のスターチス』を発信できた。手に取ったり、栽培した

いと思うきっかけになれば嬉しい」と話しました。

エコキャップ運動
「世界の子ども達にワクチンを」

▲しらゆり保育園 ▲わかば保育園▲つばさ保育園

▲いなみこども園

▲�左から、メンバーの井戸洸稀さん、田中順也さん、中家理
那さん、龍神千咲さん、脇本蒼斗さん。（活動当時2年生）

▲はこぶね幼稚園▲御坊幼稚園

JA では、地域の子ども達の食農教育を支援してい
ます。営農指導員、くらしの活動課、青年部員、支
店職員などがお手伝いしています。

食農教育支援
～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

日高高校生が発案！
「インスタ映え」でスターチスPR

おいしいじゃがいもになぁれ♪

●御坊幼稚園

自己改革
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3 月 13 日、JA 共済の交通事故対策活動の一環として、

管内の小学校 37 校の平成 30 年度新入学児童 656 人に、

反射材付きレッスンバッグを寄贈しました。JA 共済は、

児童を交通事故から守り、安心して暮らせる地域社会へ

貢献を目指しています。上南部小学校の石上貴一校長は

「車から見えやすいものが必要なのでありがたい。登下校

の安全を徹底していきたい」と話しました。

3 月 7 日、東京都で開催された JA 全中通常総会で、

平成 29 年度農業協同組合功労者表彰が行われました。同

表彰は、JA の発展に功績のあった役職員に贈られます。

和歌山県内では、JA 紀州 久保秀夫組合長と JA 和歌山

中央会 山﨑龍平専務が特別表彰、JA みくまの 村上幸弘

組合長が功労者表彰を受彰しました。

久保組合長は、1980 年から総代として地域振興、地域

活性化に尽力。南高梅やミニトマトのブランド化など農

業面の活躍に加え、移動スーパー「とくし丸」の運行など、

地域を支える JA の役割発揮にまい進しました。

2 月 20 日、東京プリンスホテルで第 17 回 JA バンク

全国大会が開催されました。全国 652JA の中から、「信

用事業優績 JA」に近畿地区 6JA が表彰され、和歌山県

ではJA紀州が受賞しました。今後とも、役職員一丸となっ

て、地域になくてはならない「JA バンク」を目指してま

いります。引き続きご支援ご協力をお願いします。

御坊市の「ごぼう総活躍のまちづくりプロジェクト、

西山さんから始まった地域づくり」が、NHK 厚生文化事

業団の「認知症にやさしいまち大賞」を受賞しました。2

月 18 日、東京都で表彰式が行われました。「認知症の人

でも活躍できることは必ずある」をモットーに、認知症

当事者を主役に据え、スターチスをシンボルとして地域

ぐるみの活動を展開しています。プロジェクトには、認

知症当事者の西山昭二郎さん、妻アサヱさんをはじめ、

御坊市在宅介護支援センター名田・塩屋、社会福祉法人

博愛会、居宅介護支援事業所中紀、JA 紀州青年部、御坊

市 役 所 が 参

加・協力して

います。

共済部
反射材付きレッスンバッグ寄贈

久保秀夫組合長
組合功労者 特別表彰受彰！

JAバンク全国大会
和歌山県からＪＡ紀州が受賞

御坊市
認知症にやさしいまち大賞

▲受賞を喜ぶ久保秀夫組合長（右）と稲葉茂幸常務（左）

▲�左から、JA和歌山中央会�次本圭吾副会長、山﨑専務、
久保組合長、JA全中�中家徹会長、村上組合長

▲久保秀夫組合長（左）から石上貴一校長（右）へ寄贈

▲東京都で開催された表彰式に参加した関係者ら
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「一斉クリーンウォーク in 和歌山」実施！
美化活動で地域の連帯強化！

3 月 3 日、県下一斉クリーンウォークが実施されました。JA 紀州管内でも、女性会員、JA 役職員など総勢約 700 人

が参加し、JA 各支店の周辺道路、線路

沿い、浜辺、かわべ天文公園など合計

13ヵ所で、清掃活動を行いました。

また女性会員の皆さんが炊き出しを

行い、参加者の皆さんに豚汁やおにぎ

りを振る舞いました。

▲名田地区▲川辺天文公園 ▲日高地区

▲印南地区▲みなべ地区

●柑橘類
3 月 15 日、ゆら柑橘撰果場で、八朔のカッティング講

習会を開催し、JA 職員約 10 人が参加しました。田辺市
の新谷睦子さんを講師に招き、消費宣伝の際に JA 職員
が紹介・実演できるように、八朔のおしゃれな剥き方な
どを教え
て頂きま
した。

●よう菜
3 月 5 日、みなべ町で、みなべいなみよう菜部は、菜

の花の目
揃え会を
行 い、14
人の生産
者が参加
し ま し
た。

● PR 活動
3 月 17 日、母の日参りプロジェクトチームは、高野山

奥の院入口で 800 束の花束を配布し、母の日参りの PR
を行いました。

3 月 2・3 日、 販 売
部は東京都のモンソー
フルール自由ヶ丘店で
JA 紀州フェアを開催
し、特産の花を PR 販
売しました。

営農販売　トピックス
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ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

防
除
に
つ
い
て

・
4
月
中
下
旬
頃

　

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
7
日
前
／
2
回
）

・
5
月
上
旬
頃

　

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤　
　
　

1,500
倍

（
14
日
前
／
２
回
）

　

オ
レ
ン
ジ
の
幼
虫
が
出
て
き
た
と
き

に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。�

（
薬
害
注
意
）

か
い
よ
う
病
に
つ
い
て　

マ
イ
シ
ン
剤
の
効
力
は
7
日
間
程
度

と
短
い
た
め
、
降
雨
前
の
散
布
を
心
掛

け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
か
い
よ
う
病
の

防
除
で
最
も
効
果
の
高
い
の
は
、
防
風

ネ
ッ
ト
や
防
風
垣
の
設
置
で
す
。

ハ
ダ
ニ
多
発
園

ニ
ッ
ソ
ラ
ン
水
和
剤
3,000
倍
（
収
穫
7

日
前
／
2
回
）
を
手
散
布
で
葉
裏
に
か

か
る
よ
う
に
散
布
し
て
下
さ
い
。
ハ
ダ

ニ
は
抵
抗
性
が
付
き
や
す
い
た
め
、
多

発
園
以
外
は
で
き
る
だ
け
散
布
し
な
い

で
下
さ
い
。

＊�

多
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
黒
点
症
・

油
あ
げ
症
が
多
い
園
は
、
ア
ビ
オ
ン

E　

1,000
倍
を
加
用
し
て
下
さ
い
。（
薬

斑
注
意
）

あ り

ド

ぐ

イガ

梅
園
管
理
に
つ
い
て

4
月
は
防
除
期
で
す
。
農
薬
の
使
用
基

準
は
厳
守
し
、
農
薬
散
布
後
は
防
除
歴
の

入
力
を
必
ず
実
施
し
て
下
さ
い
。

幼
果
期
（
4
月
中
旬
）

・
か
い
よ
う
病

　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　

�　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

・
黒
星
病

　

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
21
日
前
／
3
回
）

ホ
ウ
素
供
給

4
月
上
旬
～
5
月
上
旬
ま
で
、
と
し

て
葉
面
散
布
剤
（
プ
ラ
ム
エ
ー
ス
・
ヨ

ー
ヒ
Ｂ
５
）
800
倍
を
数
回
散
布
し
て
下

さ
い
。

 

ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ
設
置

　

40
本
～
100
本
／
10
ａ

　
（
4
月
下
旬
～
5
月
上
旬
）

近
年
設
置
数
が
減
少
し
、
少
し
ず
つ

コ
ス
カ
シ
バ
の
被
害
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
必
ず
ス
カ
シ
バ
コ
ン
を
設
置
し

て
下
さ
い
。
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
、
最
も
効
果
的
で
す
。

県
う
め
研
究
所
・
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成

21
年
よ
り
試
験
を
実
施
し
、
防
除
効
果

も
確
認
し
て
い
ま
す
。
10
ａ
あ
た
り
50

本
を
厳
守
し
、
地
域
全
体
で
コ
ス
カ
シ

バ
か
ら
梅
産
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
被
害
が
あ
る

方
へ平

成
27
年
度
の
試
験
で
、
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
4,000
倍
（
前
日
／
2
回
）

を
5
月
下
旬
に
散
布
す
れ
ば
、
約
4
ヶ

月
に
わ
た
り
発
生
を
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

被
害
の
あ
る
園
地
は
、
最
終
防
除
で
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

又
は

　

水
和
硫
黄
剤　
　
　
　
　
　

�

500
倍

（
－
/
－
）（
薬
斑
注
意
）

＊�

水
和
硫
黄
剤
は
、
4
月
下
旬
以
降
は
薬

斑
が
残
る
の
で
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

肥
大
期
（
4
月
下
旬
～
5
月
上
中
旬
）

　

小
梅
等
、
収
穫
前
日
数
注
意
。

・
か
い
よ
う
病

　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

・
黒
星
病
・
す
す
斑
病

　

ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤　
　
　

3,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

　
　

又
は

　

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤　
　

�

800
倍

（
21
日
前
／
3
回
）（
薬
斑
注
意
）

＊�

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
は
、
白
い
薬
斑

が
残
る
た
め
、
青
梅
出
荷
園
で
は
、
ス

カ
ッ
シ
ュ
2,000
倍
を
加
用
し
て
下
さ
い
。

青
梅
収
穫
直
前
（
5
月
下
旬
～
）

・
す
す
斑
病

　

ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤　
　

�

3,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

　
　

又
は

　

イ
ン
ダ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル　

�

5,000
倍

（
前
日
／
2
回
）

う 

め
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柑
橘
類

苗
木
の
管
理

　

定
植
後
の
苗
木
が
発
芽
し
、
新
梢
が

伸
び
始
め
た
ら
、
主
枝
に
な
る
枝
を
2

～
3
本
決
め
て
、
支
柱
で
固
定
し
ま
す
。

ま
た
、
先
端
は
外
芽
の
強
い
位
置
で
切

り
返
し
し
て
下
さ
い
。
土
壌
が
乾
燥
し

て
き
た
ら
、
潅
水
し
て
下
さ
い
。

　

ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ
ガ
（
苗
木
）
の
防

除
に
、
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
5
を
1
本
当
た

り
20
～
40
ｇ
を
、
育
苗
期
2
回
以
内
で

株
元
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

開
花
期
及
び
病
害
虫
防
除

　

い
よ
い
よ
発
芽
及
び
5
月
の
開
花
期

を
迎
え
、
本
格
的
な
防
除
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
温
州
み
か
ん
の
結
果

母
枝
数
は
、
園
地
や
樹
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
が
黄
色

く
な
っ
て
樹
勢
低
下
し
て
い
る
園
で
は
、

防
除
の
際
に
チ
ッ
ソ
主
体
の
葉
面
散
布

剤
を
、
7
～
10
日
間
隔
で
3
回
程
度
、

混
用
し
て
下
さ
い
。
昨
年
は
、
高
温
干

ば
つ
と
秋
雨
に
よ
り
、
緑
斑
症
の
被
害

が
多
く
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
枯
れ
枝

の
除
去
に
努
め
て
下
さ
い
。

温
州
み
か
ん

防除時期 対象病害虫 薬剤 倍数 使用基準 備考

4月上中旬
（発芽1～2cm） そうか病 デランフロアブル 1,000�倍 30日前／3回以内

○�マシン油乳剤との
散布間隔は１ヶ月
以上あける。

5月上中旬
（開花期）

灰色かび病 ファンタジスタ顆粒水溶剤 3,000�倍 14日前／3回以内 ○�灰色かび病・黒点
病・ミ カ ン サ ビ
ダニ同時防除と
してフロンサイ
ド SC2,000 倍
（30/1）もよい。
○�灰色かび病の防
除にはゲッター
水和剤1,500 倍
（開花期/5）もよ
い。

+

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600�倍 30日前／4回以内

+

モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

訪花害虫 又は

アクタラ顆粒水溶剤 2,000�倍 14日前／3回以内

中
晩
柑
類

5月上中旬
（開花期）

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600�倍 90日前／4回以内 ○�清見については
灰色かび病の防
除にファンタジ
スタ顆粒水和剤
3,000倍 (14/3
回以内 ) を散布。

+
モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

訪花害虫 又は
アクタラ顆粒水溶剤 2,000�倍 14日前／3回以内

かいよう病 ICボルドー66D 60�倍 ―／― ○�アクタラ顆粒水溶
剤とIC ボルドー
66Dは混用しな
い。

加用アビオンE 1,000�倍
+

訪花害虫 モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

防除薬剤

薬
害
に
つ
い
て

　

梅
は
単
用
散
布
で
も
品
種
・
散
布
時

の
気
温
・
天
候
・
果
実
の
熟
度
等
に
よ
り

薬
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
肥
の
施
用

　

時
期
：
4
月
上
旬
～

　

10
ａ
あ
た
り
2
ｔ
園

・
推
奨
型

　

南
高
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
8
―
5
―
7
）

　
　
　
　
　

10
ａ
あ
た
り
6
袋

　

フ
ル
パ
ワ
ー�（
7
―
6
―
4
）

10
ａ
あ
た
り
6
袋

・
省
力
型

ぴ
か
い
ち
配
合
（
12
―
6
―
8
）

　

10
ａ
あ
た
り��

7
袋
（
実
肥
＋
礼
肥
）

梅
一
発
（
14
―
12
―
14
）

　

10
ａ
あ
た
り
18
袋
（
年
間
1
回
型
）

＊�

施
肥
量
は
、
結
実
量
・
樹
勢
を
見
て

調
整
し
て
下
さ
い
。
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●
豆
類

○
ウ
ス
イ

気
温
が
高
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、

収
穫
が
遅
れ
な
い
よ
う
適
期
収
穫
に
努

め
圃
場
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、
こ

ま
め
に
潅
水
を
実
施
し
、
草
勢
維
持
に

努
め
て
下
さ
い
。

降
雨
が
続
く
よ
う
な
場
合
は
、
灰
色

か
び
病
等
の
病
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
適
期
防
除
に
努
め
て

下
さ
い
。

○
キ
ヌ
サ
ヤ

収
穫
を
終
了
し
た
圃
場
は
、
速
や
か

に
残
渣
処
理
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
栽
培
圃
場
周
辺
の
除
草
作
業
も
徹

底
し
て
下
さ
い
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

　
（
キ
ャ
ロ
ル
7
、
ア
イ
コ
）

栽
培
管
理

気
温
の
上
昇
と
共
に
、
生
育
や
着
色

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、
収
穫
遅
れ
に

よ
る
過
熟
果
、
軟
果
の
発
生
が
心
配
さ

れ
る
た
め
、
適
期
収
穫
に
努
め
て
下
さ

い
。
ま
た
、
誘
引
や
摘
葉
等
の
作
業
遅

れ
が
、
病
害
虫
の
発
生
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

さ
ら
に
、
草
勢
を
よ
く
観
察
し
、
最

後
ま
で
肥
料
切
れ
を
さ
せ
な
い
よ
う
施

肥
を
行
っ
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
草
勢

が
強
い
場
合
は
、施
肥
量
や
施
肥
方
法
、

時
期
を
調
整
し
て
下
さ
い
。

高
温
に
よ
る
果
実
内
容
の
低
下
や
草

勢
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
遮
光
ネ
ッ

ト
（
遮
熱
ネ
ッ
ト
）
の
被
覆
も
行
っ
て

下
さ
い
。

病
害
虫

・
黄
化
葉
巻
病

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
発
生
し
て
い
る
場

合
、直
ち
に
薬
剤
散
布
を
す
る
と
共
に
、

発
病
株
は
取
り
除
き
、
適
正
に
処
理
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
秋
に
黄
化
葉
巻
病

や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
発
生
し
て
い
る
圃
場

で
は
、
再
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
葉
か
び
病
・
う
ど
ん
こ
病

例
年
に
比
べ
る
と
発
生
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
発
生
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
必
ず
予
防
的
な
薬
剤
散
布
を
行

っ
て
下
さ
い
。

今
後
、
気
温
の
上
昇
に
よ
り
増
加
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
管
理
で

は
、
適
度
な
換
気
や
こ
ま
め
な
摘
葉
を

行
っ
て
下
さ
い
。

交
配
作
業

6
月
末
で
収
穫
作
業
を
終
了
す
る
場

合
は
、
目
安
と
し
て
5
月
中
旬
で
交
配

を
終
了
し
て
下
さ
い
。�

交
配
後
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
処
理
に
つ
い
て

交
配
に
飼
養
し
た
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

は
、
外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
飼
養
や
取
り
扱
い

に
は
登
録
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
厳

し
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。
交
配
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
完

全
に
死
亡
す
る
ま
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
箱

ご
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
等
、
確
実

に
殺
処
分
し
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

2
月
定
植
ハ
ウ
ス
栽
培

5
月
上
旬
よ
り
収
穫
出
荷
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
着
果
後
、
低
温
状
態
と
な

る
と
、
変
形
・
空
洞
果
と
な
り
や
す
い

た
め
、
温
度
管
理
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

収
穫
期
ま
で
、
草
勢
維
持
に
努
め
、
高

品
質
果
実
の
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

3
月
定
植
ト
ン
ネ
ル
栽
培

一
斉
着
果
を
目
指
し
、
交
配
期
の
温

度
管
理
や
草
勢
管
理
な
ど
栽
培
管
理
を

き
っ
ち
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。
着
果
か
ら

初
期
肥
大
期
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
3
月
号
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

土
ぶ
せ
栽
培

最
低
気
温
で
13
℃
以
下
に
な
る
と
、

一
斉
着
果
で
き
に
く
い
た
め
、
ト
ン
ネ

ル
の
除
去
は
、
外
気
の
最
低
気
温
が
12

℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら
に
し
て
下
さ

い
。（
例
年
は
5
月
20
日
頃
）

ト
ン
ネ
ル
の
除
去
後
は
、
黄
体
や
変

形
果
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目
で

見
え
る
雌
花
は
除
去
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
ツ
ル
の
整
理
後
2
日
以
内
に
、
炭

そ
病
予
防
の
た
め
薬
剤
散
布
を
行
っ
て

下
さ
い
。

収
穫
期
の
管
理

①
草
勢
維
持
と
日
焼
け
果
対
策

日
中
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
内
は
高

温
と
な
り
ま
す
。し
っ
か
り
と
換
気
し
、

草
勢
維
持
と
果
実
内
容
の
向
上
に
努
め

て
下
さ
い
。

草
勢
の
弱
り
や
果
皮
の
日
焼
け
が
心

配
さ
れ
る
場
合
は
、
収
穫
前
で
も
少
量

潅
水
を
行
い
、
草
勢
維
持
に
努
め
て
下

さ
い
。
遮
光
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
果
実
へ

ワ
ラ
等
を
被
せ
る
等
、
日
焼
け
防
止
対

策
を
施
し
て
下
さ
い
。

②
葉
巻
た
ん
そ
（
や
せ
い
ら
）
対
策

毎
年
、
葉
巻
た
ん
そ
が
発
生
す
る
圃

場
で
は
、
予
防
対
策
と
し
て
リ
ン
ク
エ

野 
菜 
類



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ
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ー
ス
800
～
1000
倍
を
1
週
間
間
隔
で
2
～

3
回
程
度
葉
面
散
布
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

①
ス
イ
カ
シ
ー
ト
の
設
置

ス
イ
カ
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
、
病
気

の
発
生
予
防
と
果
実
の
色
ム
ラ
対
策
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
を
敷
か
ず
薬
剤
散
布
を
行
う

と
、
薬
液
が
果
実
の
重
み
で
で
き
た
マ

ル
チ
の
凹
み
部
分
に
溜
ま
り
、
果
皮
の

焼
け
症
状
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

②
重
要
病
害
虫

毎
年
、
多
く
の
圃
場
で
ア
ブ
ラ
ム
シ

や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
被

害
が
み
ら
れ
ま
す
。
防
除
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
考
慮
し
て
、
予
防
的
な
薬
剤
散
布

を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

●
ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス

４
月
に
入
り
気
温
が
上
昇
す
る
に
つ

れ
て
、
葉
か
ら
水
分
の
蒸
散
が
多
く
な

り
、
果
実
の
肥
大
が
早
ま
る
時
期
に
な

り
ま
す
の
で
、
潅
水
、
温
度
管
理
等
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
尻
腐
れ
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
特
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

潅
水１

回
の
時
間
を
少
し
長
く
す
る
と
と

も
に
、
回
数
を
増
や
し
て
下
さ
い
。
排

水
の
良
い
圃
場
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿

度
の
保
持
を
か
ね
て
、
畝
間
潅
水
を
行

っ
て
下
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン
は
潅
水
不
足
や
液
肥
の
や

り
過
ぎ
は
尻
腐
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

予
防
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
液
肥

（
10
ａ
当
た
り
２
ℓ
／
１
回
、
月
２
～

３
回
）
施
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
葉
面
散
布
も
良
い
で
す

が
、
あ
ま
り
多
す
ぎ
る
と
樹
を
し
め
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

温
度
管
理

内
張
り
に
つ
い
て
は
、
３
重
目
を
ま

だ
外
し
て
い
な
い
方
は
外
し
て
、
２
重

目
に
つ
い
て
は
５
月
の
連
休
を
目
安
に

外
し
て
下
さ
い
。

換
気
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
は
少
し

高
め
で
30
℃
ま
で
に
、
午
後
か
ら
は
25

℃
ま
で
に
管
理
し
て
下
さ
い
。

天
敵サ

イ
ド
、
谷
等
の
換
気
を
し
始
め
る

と
、
ハ
ウ
ス
外
か
ら
の
害
虫
の
飛
び
込

み
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
天
敵
と
害

虫
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
注
意
深
く
見
な
が

ら
、
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
露
地
ナ
ス

定
植定

植
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の

で
、
地
温
確
保
の
た
め
に
マ
ル
チ
被
覆

を
早
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
マ

ル
チ
の
被
覆
を
行
う
際
は
、
土
壌
が
湿

っ
た
状
態
で
行
っ
て
下
さ
い
。

定
植
時
に
植
穴
処
理
と
し
て
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
、ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
予
防
で
、
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド

粒
剤
2
ｇ
／
株
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
、

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に
予
防
で
プ
レ
バ
ソ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
5
を
100
倍
、
25
㎖
／
株

（
鉢
）
で
潅
注
し
て
下
さ
い
。

●
シ
シ
ト
ウ

ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
に
十
分
注
意
を

払
い
、
日
焼
け
症
状
等
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
の
開
閉
に
努
め
、
適

度
な
潅
水
も
行
っ
て
下
さ
い
。

初
期
の
実
は
変
形
・
短
果
実
が
多
い

の
で
、
初
期
か
ら
不
良
果
と
確
認
で
き

る
よ
う
で
あ
れ
ば
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

ト
ン
ネ
ル
な
し
の
栽
培
で
は
定
植
時

期
で
す
。
天
候
の
良
い
日
を
確
認
し
、

浅
植
え
定
植
に
努
め
て
下
さ
い
。
定
植

後
は
、十
分
な
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

気
温
も
上
が
り
、
樹
の
勢
い
も
増
し

て
き
ま
す
。
光
の
当
た
ら
な
い
葉
、
黄

化
葉
、老
化
葉
、病
害
葉
な
ど
を
除
去
し
、

し
っ
か
り
と
新
芽
に
光
を
当
て
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
気
温
の
上
が

り
方
も
早
い
の
で
、
早
め
の
換
気
を
心

掛
け
て
下
さ
い
。
そ
の
分
、
乾
燥
も
し

て
き
ま
す
の
で
、
少
量
多
潅
水
で
今
ま

で
以
上
に
こ
ま
め
に
潅
水
し
、
通
路
に

も
散
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

換
気
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、
防
除

も
間
隔
を
短
く
し
て
下
さ
い
。
特
に
、

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
よ
る
黄

化
え
そ
病
や
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に

よ
る
退
緑
黄
化
病
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
ニ
ン
ニ
ク

摘
蕾
、
収
穫
の
時
期
に
入
っ
て
き
ま

す
。
と
う
が
伸
び
き
っ
て
か
ら
、
少
し

う
つ
む
い
た
と
き
に
摘
蕾
し
て
下
さ
い
。

早
す
ぎ
る
と
分
球
し
や
す
く
、
遅
い
と

球
肥
大
が
遅
く
な
り
、
着
色
の
割
合
が

高
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
は
、
摘
蕾
後
10
日
～
14
日
後
を

目
安
に
、
下
葉
が
1
／
3
程
度
黄
変
し

た
頃
で
す
。
摘
蕾
し
た
切
り
口
が
萎
ん

で
茶
色
く
な
り
、
球
全
体
が
角
ば
っ
て

き
た
状
態
で
収
穫
し
て
下
さ
い
。
収
穫

適
期
が
遅
れ
る
と
、
裂
球
し
や
す
く
な

る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ
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●
寒
小
菊

挿
し
穂
は
高
い
節
位
で
取
る
と
分
枝

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
低
い
位
置
で
採

れ
る
よ
う
に
、
親
株
の
刈
り
込
み
を
行

っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
発
生
し
て
き
た

芽
に
病
害
虫
が
付
か
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

●
夏
小
菊

　

定
植
も
終
わ
り
、
ピ
ン
チ
の
時
期
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ピ
ン
チ
は
基
本
的
に

活
着
後
（
定
植
後
10
～
15
日
位
）
に
行

い
ま
す
。
ピ
ン
チ
の
時
期
は
開
花
時
期

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
遅
く
な
ら
な

い
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。（
で
き
る
だ

け
揃
っ
た
芽
を
残
す
よ
う
に
行
っ
て
下

さ
い
。）

ま
た
、
病
害
虫
の
多
い
時
期
で
す
の

で
、
発
生
に
注
意
し
て
初
期
防
除
に
努

め
て
下
さ
い
。

花
き
類

●
ス
タ
ー
チ
ス

気
温
が
上
昇
し
て
く
る
た
め
、
草
勢

の
低
下
や
色
の
退
色
（
色
ボ
ケ
）
が
出

や
す
く
な
り
ま
す
。
遮
光
資
材
を
用
い

て
遮
光
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
に

努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
採
花
を
続
け
て
行
う
圃
場
に

つ
い
て
は
、
施
肥
・
潅
水
管
理
、
病
害

虫
の
防
除
は
徹
底
し
て
下
さ
い
。

出
荷
調
整
作
業
に
つ
い
て
も
、
ム
レ

等
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

開
花
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
た
め
、
採
花

遅
れ
の
無
い
よ
う
に
適
期
収
穫
に
努
め

て
下
さ
い
。

ま
た
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ダ
ニ
類
、

エ
カ
キ
ム
シ
、
う
ど
ん
こ
病
等
の
病
害

虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
初
期

防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
花
き
類
全
般

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
潅
水
量
を
増

や
し
、
換
気
を
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。

特
に
花
弁
の
し
み
に
注
意
し
、
ダ
ニ

類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の

予
防
散
布
に
努
め
て
下
さ
い
。

収
穫
後
の
倉
庫
内
で
の
作
業
に
つ
い

て
も
、
ム
レ
等
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

土
づ
く
り
作
業

　

土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
、
品
質
の

良
い
米
を
作
る
為
に
、
土
づ
く
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
秋
落
ち
田
や
収
穫

後
、
稲
藁
を
持
出
さ
れ
た
方
は
、
必
ず

実
施
し
て
下
さ
い
。

施
用
例

◦
ア
グ
リ
ハ
ー
モ
ニ
ー（
15
㎏
／
1
袋
）

4
袋
／
10
ａ

◦
米
太
朗
（
20
㎏
／
1
袋
）7

袋
／
10
ａ

◦
ケ
イ
カ
ル
（
20
㎏
／
1
袋
）

7
袋
／
10
ａ

元
肥
　

一
発
肥
料
施
用
（
例
）

◦
エ
ム
コ
ー
ト
５
２
２
〔
15
―
12
―
12
〕

（
20
㎏
／
1
袋
）
2
～
3
袋
／
10
ａ

◦
エ
ム
コ
ー
ト
４
８
９
〔
24
―
8
―
9
〕

（
15
㎏
／
1
袋
）�

2
～
3
袋
／
10
ａ

追
肥
型
・
元
肥

◦
米
一
番
〔
12
―
14
―
12
〕

　
（
20
㎏
／
1
袋
）
2
～
3
袋
／
10
ａ

水 
稲

種
子
消
毒

◦
馬
鹿
苗
病
・
も
み
枯
細
菌
病　
　
　

　

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
200
倍

（
浸
種
前
／
1
回
）

◦
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ

　

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤　

1,000
倍

（
播
種
前
／
1
回
）

　

※
24
時
間
浸
漬
し
ま
し
ょ
う
。

　

※�

種
も
み
消
毒
後
は
水
洗
い
し
な
い
で

下
さ
い
。

育
苗
時

◦
苗
立
枯
病

　

タ
チ
ガ
レ
ン
液
剤　

500
～
1,000
倍

（
0.5
ℓ
／
箱
）

（
播
種
時
及
び
発
芽
後
／
2
回
以
内
）

　
　
　

又
は

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０　
　

1,000
～
2,000
倍
（
1
ℓ
／
箱
）

　
（�

播
種
時
～
緑
化
期
但
し
播
種
14
日
後

ま
で
／
2
回
以
内
）

苗
箱
処
理

◦�

い
も
ち
病
、
ウ
ン
カ
、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
、

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ

ガ

　

ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
粒
剤　

　

50
ｇ
／
箱

（
移
植
3
日
前
～
移
植
当
日
／
１
回
）

　
　
　

又
は

　

ツ
イ
ン
タ
ー
ボ
フ
ェ
ル
テ
ラ
箱
粒
剤

　

50
ｇ
／
箱

（
播
種
時
～
移
植
当
日
／
1
回
）



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�知的好奇心を刺激されやすい時期。やってみたいことがあれば、じっくり情報収集を。ネット関連の事柄も幸運　
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• 摘心処理により、果実が群状に着果
• 摘葉処理は、効率よく集中的に実施可能

◆摘心＋摘葉処理の方法

摘心と摘葉処理による〝紅南高”の効率生産

　「南高」の陽光面果実は紅色に着色する特性があり、果面が３～５割程度着色した果実は外観の美しさ
や希少価値から〝紅南高”として市場で高単価を得ています。そこで効率的に紅色をつける栽培法として、
摘心処理に加え果実周辺部の葉を摘み取り、直射光を当てる方法（摘心＋摘葉法）を検討しました。

果樹試験場うめ研究所

処理枝の除葉率：約25％

◆摘葉処理による効果

摘葉処理前4 月と 5 月に摘心処理 摘葉処理後

直射光（紫外線）により紅色着色が促進
摘葉処理の追加により〝紅南高＂が増加

摘葉による果実肥大への悪影響は認められない

大玉果の鮮明な着色には長めの日射期間が必要

翌年の
着果状況

（処理時間）
80果に約15分

◆摘葉処理における注意点

●果実に十分光が当たるよう周辺の葉を確実に取り除く。

●日照不良の年や日陰の園地では、早めの処理を行う。

●�密植園では十分な着色が期待できないため、日当たり

　良好な開心樹の横張り枝に処理する。

●樹勢の弱い樹には行わない。

● L 級～３L 級果実→収穫２週間前
※晴天が続く年では 1 週間前でもよい

●４L 級果実→収穫３週間前処理が必要

効果的な処理時期

技術情報



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�意地を張りやすい傾向大。人の意見やアドバイスには素直に耳を傾けた方が好結果に。開運には土いじりが有効　
【健康運】無理をしがち。疲れたら、十分な休息を　【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ獅子座 7/23〜
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16人事異動のお知らせ

人事異動のお知らせ

氏 名
発　　　　令　　　　事　　　　項 前　　　　　所　　　　　属

部　　署 配　　属 役　　付 職　能 部　　署 配　　属 役　　付 職　能

塩路� 泰雄 湯 川 支 店 支 店 長 審 議 役 共 済 部 共 済 業 務 課 課 長 審 査 役

弓 倉�　 崇 監 査 室 室長兼監
事室室長 審 議 役 金 融 部 融 資 課 課 長 審 査 役

小山� 雅之 川 辺 支 店 支 店 長 審 議 役 川 辺 支 店 副 支 店 長
（経済担当）審 査 役

山名� 敏之 金 融 部 部 長 審 議 役 日 高 支 店 支 店 長 審 議 役

平�　 貴 志 営 農 対 策 部 部 長 審 査 役 営 農 対 策 部 営 農 企 画 課 課 長 審 査 役

寺井� 博紀 日 高 支 店 支 店 長 審 査 役 日 高 支 店 副支店長（金融共済担当） 副審査役

西山� 徳明 販 売 部 次長（花）審 査 役 御坊営農販売センター センター長 審 査 役

土 井�　 開 日高営農販売センター センター長（指導） 審 査 役 日高営農販売センター センター長 審 査 役

上道� 博之 販 売 部 次長（野菜） 審 査 役 販 売 部 販 売 課 課 長 審 査 役

武内� 祐文 日 高 支 店 副支店長
（金融共済担当） 審 査 役 日 高 支 店 審 査 役

北原� 和博 御坊営農販売センター センター長（販売） 出 向 県 農 生 活 資 材 部 ガスセンター長

西本� 浩曜 店 舗 部 Ａコープみなべ 店長（課長待遇） 副審査役 店 舗 部 Ａコープいなみ 店長（課長待遇） 副審査役

福 居�　 卓 御坊営農販売センター 副センター
長（指導） 副審査役 御坊営農販売センター 副センター長 副審査役

岡 田�　 壮 販 売 部 次長（果樹） 副審査役 みなべ営農販売センター センター長 副審査役

向井� 宏幸 日高営農販売センター 副センター
長（販売） 副審査役 日高営農販売センター 副センター長 副審査役

大土� 卓也 共 済 部 共 済 業 務 課 課 長 副審査役 共 済 部 共 済 普 及 課 課 長 副審査役

中野� 良典 営 農 対 策 部 営 農 企 画 課 課 長 副審査役 営 農 対 策 部 営 農 企 画 課 係 長 副審査役

福居� 徳朝 本 店 営 業 部 係長（課長待遇） 副審査役 湯 川 支 店 副支店長（金融共済担当） 副審査役

永井� 宏治 梅 の 郷 支 店 副支店長 副審査役 梅 の 郷 支 店 調 査 役

橋本� 孝行 湯 川 支 店 副支店長（金
融共済担当） 副審査役 本 店 営 業 部 係 長 副審査役

大地� 貴章 共 済 部 共 済 普 及 課 課 長 副審査役 共 済 部 共 済 普 及 課 ＬＡトレーナー 調 査 役

萩山� 宜伸 川 辺 支 店 副支店長
（経済担当） 副審査役 共 済 部 事 故 相 談 課 調 査 役

田中� 政嘉 店 舗 部 Ａ コ ー プ ゆ ら 店長（課長待遇） 副審査役 店 舗 部 Ａコープみなべ 店長（課長待遇） 副審査役

表�　 俊 男 金 融 部 融 資 課 課 長 副審査役 金 融 部 ローンセンター センター長 調 査 役

井原� 隆介 販 売 部 販 売 課 課長兼経理・精
算システム室長 副審査役 販 売 部 経理・精算システム室 調 査 役

井上� 健二 店 舗 部 Ａコープいなみ 店長（課長待遇） 副審査役 店 舗 部 Ａ コ ー プ ゆ ら 店長（課長待遇） 副審査役

古久保�秋二 龍 神 支 店 調 査 役 龍 神 支 店 副支店長（経済担当）
兼葬祭センター長 調 査 役

柏木� 雅弘 日高営農販売センター 調 査 役 湯 川 支 店 調 査 役

松本� 裕司 龍 神 支 店 副支店長（経済担当）�
兼葬祭センター長 調 査 役 龍 神 支 店 調 査 役

松井� 香織 販 売 部 経理・精算システム室 調 査 役 みなべ営農販売センター 調 査 役

細田� 和宏 由 良 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役 湯 川 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役

玄素� 寿豊 印 南 支 店 調 査 役 印 南 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役

釣本� 眞帆 梅 の 郷 支 店 南 部 出 張 所 調 査 役 印 南 支 店 切 目 出 張 所 調 査 役

森坂� 陽子 印 南 支 店 調 査 役 梅 の 郷 支 店 南 部 出 張 所 調 査 役

山ノ内�利浩 みなべ営農販売センター センター長（指導） 調 査 役 みなべ営農販売センター 副センター長 調 査 役

宮本� 摩紀 印 南 支 店 切 目 出 張 所 調 査 役 梅 の 郷 支 店 調 査 役

谷 本�　 彩 総 務 部 人 事 教 育 課 調 査 役 梅 の 郷 支 店 岩 代 出 張 所 調 査 役

楠川� 友和 購 買 部 購 買 課 調 査 役 印 南 支 店 調 査 役

為橋� 秀隆 いなみ営農販売センター 副センター
長（販売） 調 査 役 いなみ営農販売センター 副センター長 調 査 役

寺 口　� 徹 日高川営農販売センター センター長（指導） 調 査 役 日高川営農販売センター センター長 調 査 役

田中� 俊史 いなみ営農販売センター センター長（指導） 調 査 役 いなみ営農販売センター センター長 調 査 役

村上� 智計 店 舗 部 Ａコープひだか 調 査 役 店 舗 部 Ａコープいなみ 調 査 役

上田�佐知子 梅 の 郷 支 店 調 査 役 産休・育休 調 査 役

宮井� 英孝 中 津 支 店 調 査 役 本 店 営 業 部 Ｌ Ａ 調 査 役

発令日　平成30年４月１日



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�フットワークが軽くなる月。興味を引かれることに即チャレンジするなど、スピーディーな行動を。スポーツも◎　
【健康運】快適に過ごせます。大いに体を動かして　【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク乙女座 8/23〜
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17 人事異動のお知らせ

氏 名
発　　　　令　　　　事　　　　項 前　　　　　所　　　　　属

部　　署 配　　属 役　　付 職　能 部　　署 配　　属 役　　付 職　能

堀江� 啓行 共 済 部 共 済 業 務 課 調 査 役 日高川営農販売センター 調 査 役

久保� 裕司 購 買 部 湯川農機施設センター 調 査 役 龍 神 支 店 調 査 役

北岡� 克弘 共 済 部 事 故 相 談 課 調 査 役 美 浜 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役

杉田� 理絵 販 売 部 経理・精算システム室 調 査 役 日高営農販売センター 調 査 役

鈴木� 健太 みなべ営農販売センター 副センター
長（ 販 売 ） 調 査 役 みなべ営農販売センター 調 査 役

中元�恵美子 印 南 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役 総 務 部 人 事 教 育 課 調 査 役

石橋� 圭介 金 融 部 ローンセンター センター長 調 査 役 金 融 部 ローンセンター 調 査 役

星合� 将臣 共 済 部 共 済 普 及 課 ＬＡトレーナー 調 査 役 梅 の 郷 支 店 南 部 出 張 所 Ｌ Ａ 調 査 役

西端� 久貴 由 良 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役 由 良 支 店 調 査 役

中尾� 竜也 湯 川 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役 由 良 支 店 Ｌ Ａ 調 査 役

西岡� 督雄 龍 神 支 店 一 般 職 金 融 部 ローンセンター 一 般 職

田中� 成博 共 済 部 事 故 相 談 課 一 般 職 共 済 部 事 故 相 談 課 係 長 副審査役

小谷� 正人 梅 の 郷 支 店 一 般 職 梅 の 郷 支 店 副 支 店 長 副審査役

新井� 則彦 監 査 室 一 般 職 監 査 室 室長兼監事室室長 審 議 役

新 谷�　 修 監 査 室 一 般 職 金 融 部 部 長 審 議 役

寺尾� 知子 川 辺 支 店 一 般 職 湯 川 支 店 支 店 長 審 査 役

上山� 幸一 御坊営農販売センター 一 般 職 営 農 対 策 部 部 長 審 議 役

﨑� 千代美 美 浜 支 店 一 般 職 由 良 支 店 一 般 職

工徳� 千里 由 良 支 店 一 般 職 日 高 支 店 一 般 職

庄司� 展也 印 南 支 店 稲 原 出 張 所 一 般 職 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 一 般 職

崎山�みどり 購 買 部 湯川農機施設センター 一 般 職 購 買 部 湯川農機施設センター 調 査 役

大橋� 絵梨 川 辺 支 店 一 般 職 川 辺 支 店 丹 生 営 業 所 一 般 職

松村� 直哉 名 田 支 店 一 般 職 川 辺 支 店 一 般 職

下村� 良平 梅 の 郷 支 店 高 城 出 張 所 Ｌ Ａ 一 般 職 梅 の 郷 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

中野� 博史 梅 の 郷 支 店 一 般 職 川 辺 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

田中� 幸恵 梅 の 郷 支 店 高 城 出 張 所 一 般 職 産休・育休 一 般 職

神前� 正光 印 南 支 店 稲 原 出 張 所 一 般 職 梅 の 郷 支 店 一 般 職

大川� 康友 梅 の 郷 支 店 南 部 出 張 所 Ｌ Ａ 一 般 職 梅 の 郷 支 店 高 城 出 張 所 Ｌ Ａ 一 般 職

野村� 幸佑 湯 川 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職 由 良 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

玉置� 拡久 本 店 営 業 部 一 般 職 共 済 部 共 済 業 務 課 一 般 職

鈴木� 章功 美 浜 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職 名 田 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

竹山� 雅崇 日高川営農販売センター （ 販 売 ）一 般 職 日高川営農販売センター 一 般 職

鈴木� 祐紀 日 高 支 店 一 般 職 由 良 支 店 一 般 職

宮 本　� 洋 店 舗 部 Ａコープいなみ 一 般 職 店 舗 部 Ａコープみなべ 一 般 職

久保� 典也 印 南 支 店 一 般 職 印 南 支 店 稲 原 出 張 所 一 般 職

中村� 将太 美 浜 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職 本 店 営 業 部 Ｌ Ａ 一 般 職

山 本�　 昇 名 田 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職 名 田 支 店 一 般 職

榎本� 寛司 店 舗 部 Ａコープみなべ 一 般 職 店 舗 部 Ａ コ ー プ ゆ ら 係 長 副審査役

田口� 善浩 日高川営農販売センター 一 般 職 御坊営農販売センター 一 般 職

廣澤� 知園 梅 の 郷 支 店 一 般 職 梅 の 郷 支 店 高 城 出 張 所 一 般 職

田中� 佑作 金 融 部 ローンセンター 一 般 職 湯 川 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

江頭� 沙織 日 高 支 店 一 般 職 金 融 部 融 資 課 一 般 職

入澤� 拓志 梅 の 郷 支 店 南 部 出 張 所 一 般 職 梅 の 郷 支 店 高 城 出 張 所 一 般 職

高垣� 直樹 本 店 営 業 部 Ｌ Ａ 一 般 職 美 浜 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職

北谷� 拓矢 営 農 対 策 部 営 農 企 画 課 一 般 職 印 南 支 店 稲 原 出 張 所 一 般 職

楠本� 勇次 川 辺 支 店 Ｌ Ａ 一 般 職 川 辺 支 店 一 般 職

小坂� 貴大 湯 川 支 店 一 般 職 名 田 支 店 一 般 職

上田� 友洋 由 良 支 店 一 般 職 日 高 支 店 一 般 職

芝中� 未香 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 一 般 職 印 南 支 店 一 般 職



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�あれこれ考え過ぎてしまいそう。肩の力を抜き、気楽に構えましょう。リフレッシュには森林浴やハイキングへ　
【健康運】小さなけがに注意。慎重に行動すること　【幸運を呼ぶ食べ物】モズク天秤座 9/23〜
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18インフォメーション

平成31年度　職員募集要項

詳細はホームページで随時お知らせいたします。

■募 集 職 種　　総合職
■募 集 人 員　　10名程度
■募 集 要 件　　�平成28年4月～平成31年3月に大学・短大・高専・専修学校を卒業（見込み）の者
■採用予定日　　平成31年4月1日
■選　　　考　　一次試験（筆記・論文・適性検査）
　　　　　　　　　平成30年5月7日（月）
　　　　　　　　二次試験（面接）
　　　　　　　　　平成30年5月中旬予定
■問 合 せ 先　　紀州農業協同組合　総務部　人事教育課
　　　　　　　　　〒644―0011　和歌山県御坊市湯川町財部668―1
　　　　　　　　　☎0738―22―0302

退
職
者
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
3
月
31
日
付

【　
　

】
内
は
前
部
署
で
す
。

黒崎�義子
【梅の郷支店】

古田�忠良
【川辺支店支店長】

山西�敏文
【監査室】

玉置�和弘
【御坊営農販売

センター】

近西�律子
【龍神支店】

丸山�正晃
【本店営業部】

氏 名
発　　　　令　　　　事　　　　項 前　　　　　所　　　　　属

部　　署 配　　属 役　　付 職　能 部　　署 配　　属 役　　付 職　能

大井� 里恵 店 舗 部 Ａ コ ー プ ゆ ら 一 般 職 本 店 営 業 部 一 般 職

柏原� 絵梨 美 浜 支 店 一 般 職 湯 川 支 店 一 般 職

湯川� 郁子 総 務 部 くらしの活動課 一 般 職 いなみ営農販売センター 一 般 職

井原� 礼香 龍 神 支 店 一 般 職 本 店 営 業 部 一 般 職

松本� 征也 店 舗 部 Ａコープいなみ 一 般 職 店 舗 部 Ａコープひだか 一 般 職

中村�まゆみ 監 査 室 一 般 職 販 売 部 販 売 課 一 般 職

伊奈� 剛志 由 良 支 店 新規採用 一 般 職

谷川� 実芳 梅 の 郷 支 店 新規採用 一 般 職

富　　直樹 Ｊ Ａ 学 園 本 科 生 新規採用 一 般 職

中松� 秀太 Ｊ Ａ 学 園 本 科 生 新規採用 一 般 職

那須� 脩哉 梅 の 郷 支 店 新規採用 一 般 職

小杉� 里緒 いなみ営農販売センター 新規採用 一 般 職

栗山� 幸人 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 新規採用 一 般 職

野木� 充希 名 田 支 店 新規採用 一 般 職

牧 野　� 樹 御坊営農販売センター 新規採用 一 般 職

山下� 立輝 御坊営農販売センター 新規採用 一 般 職

幡川� 翔一 いなみ営農販売センター 一 般 職 いなみ営農販売センター パ ー ト

松本�まりや 総 務 部 総 務 課 一 般 職 総 務 部 総 務 課 パ ー ト



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】勢いがあるときはいいけれど、小さなことでつまずきやすい暗示。失敗を引きずらず、サッと気持ちを切り替えて　
【健康運】ストレス解消には軽い体操が効果的です　【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ蠍　座10/24〜
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19 インフォメーション

白鵬杯世界少年相撲大会3位入賞

　2 月 12 日、東京の両国国技館で開催された第 8 回
「白鵬杯世界少年相撲大会」に、県立箕島高校相撲場
で稽古を積む、有田少年相撲クラブ（池田真之監督）
が出場。団体戦で 3 位入賞の快挙を成し遂げました！
今年の白鵬杯には、モンゴル、中国、アメリカ、タ
イなどから 146 チーム約 1,300 人の少年力士が参戦
し、熱い戦いが繰り広げられました。

メンバーは次の皆さん。先鋒＝井ノ上力也君（野
口小 4 年）、次鋒＝杉本智斗勢君（野口小 5 年）、中
堅＝前田哉君（名田小 6 年）、副将＝井ノ上豪志君（箕
島中 2 年）・田村吏玖君（箕島中 2 年）、大将＝五島
雅治君（箕島中 3 年）。赤文字のメンバーは、JA 紀
州管内の子ども達です！

個人戦も奮闘 !!
　個人戦では、小学 5 年生の部で、杉本智斗勢君が
ベスト 8、中学生の部では、五島雅治君がベスト 16
に輝きました。 ※学校、学年は、入賞当時のものです。

地元勢
大活躍!!

有田少年相撲クラブが快挙 !!

▲�前列右から、杉本君、井ノ上
（力）君、前田君。後列右から、
五島君、田村君、井ノ上（豪）
君、池田監督。

◀横綱白鵬からメダルを授与



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�珍しく神経質になりがち。やたらと後ろ向きな発想をしやすいので、意識してプラス方向に捉えるのが賢明　
【健康運】運動不足で太りやすい。クヨクヨもNG　【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ射手座11/23〜
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20インフォメーション

◎果樹以外にも多数共済事業がありますので、詳しく知りたい方は当組合ホームページにアクセスして
　ください！　　　　http://www.nosai-wakayama.or.jp/　

毎年4月15日～6月30日まで
和歌山県農業共済組合（NOSAI わかやま）

南 部 支 所：☎0739(22)0833（田辺市朝日ヶ丘24-10）
御坊出張所：☎0738(22)0626（御坊市湯川町財部651-4）

加入申込期間
問い合わせ先

また自然災害だけでなく、近年増加傾向に
ある鳥獣害も補償の対象となりますので、イ
ノシシやサル、シカなどの食害でお悩みの方
は、是非加入の検討お願いします。
果樹共済の対象となる樹種は、うんしゅう
みかん、指定かんきつ（はっさく ･ぽんかん、
清見、不知火）、うめ、すももです。

　農業は自然災害の影響を直接的に受ける産業です。大事に育てた果
実も収穫を目前に、台風や突風により落果してしまったり、降雹によ
り傷ついてしまったりすることがあります。
　ＮＯＳＡＩの果樹共済は、このような気象上の原因による災害や火
災、病虫害で受けた損害を補填します。

果樹共済にご加入ですか？ミカンやウメを
栽培される皆さん！

▲サルの食害を受けたミカン

降雹により傷ついたウメ▶

○
協
議
事
項

（
1
）
平
成
29
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

（
2
）
重
複
指
摘
事
項
改
善
方
針
に
つ
い
て

（
3
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
4
）�

平
成
30
年
度
新
規
職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て

（
5
）�

平
成
29
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
（
案
）
及
び

運
用
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

（
6
）�

管
内
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
信
用
供
与
等

に
つ
い
て

（
7
）�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

（
8
）�

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
リ
ー
ス
取
引
の
締
結
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

○
報
告
事
項�
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①�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

②�

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

③�

流
動
性
カ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（
Ｌ
Ｃ
Ｒ
）
算
出
要

領
の
制
定
に
つ
い
て

④�

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
業
務
継
続
要
領
」
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

⑤�

起
債
落
札
報
告
に
つ
い
て

⑥�

大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑦�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る
理
事
会
承
認

後
の
取
引
実
行
報
告
に
つ
い
て

⑧�

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

⑨�

常
例
検
査
に
係
る
指
摘
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

⑩�

平
成
28
年
産
米
の
精
算
に
つ
い
て

⑪�

新
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
利
用
者
還
元

に
つ
い
て

⑫�

財
部
給
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所
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建
物
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の
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に
つ
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平
成
28
年
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第
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平
成
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：
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
会
議
室
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協
議
事
項

（
1
）
平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
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い
て

（
2
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重
複
指
摘
事
項
改
善
方
針
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つ
い
て

（
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）�

特
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規
則
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に
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て
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資
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に
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平
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年
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規
職
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採
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に

つ
い
て
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6
）�

実
務
精
通
理
事
、
実
務
精
通
監
事
、

員
外
監
事
の
選
出
に
つ
い
て

（
7
）�

平
成
30
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
及
び

運
用
計
画
に
つ
い
て

（
8
）�

管
内
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
信
用

供
与
等
に
つ
い
て

（
9
）�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

（
10
）�

清
川
集
出
荷
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

（
11
）�

切
目
野
菜
集
出
荷
場
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
に
つ
い
て

（
12
）
遊
休
資
産
の
処
分
方
針
に
つ
い
て

（
13
）�

理
事
会
参
与
設
置
要
領
の
制
定
に
つ

い
て

（
14
）�

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
リ
ー
ス
取
引
の
締
結
に

つ
い
て

協
議
の
結
果
、全
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
報
告
事
項�

�

①　

総
代
連
絡
協
議
会
報
告
に
つ
い
て

②　

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

③　

起
債
落
札
報
告
に
つ
い
て

④　

�

大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
報
告

に
つ
い
て

平
成
29
年
度

第
11
回 

日�

時�

：�

平
成
30
年
3
月
27
日

場�

所�

：
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
会
議
室



5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�楽しいことに縁あり。飲み会や旅行などに誘われたら、気軽に参加してみるとラッキー。芸術鑑賞も良い刺激に　
【健康運】適度な気晴らしが健康キープのポイント　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ山羊座12/22〜
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21 紀州紹介コーナー

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

25

今回ご紹介させて頂くのは、由良町大引に
ある海辺の公園、白崎海洋公園です。
公園は、日本の渚百景に選定されるほど美
しく、＂日本のエーゲ海＂とも称される白の
海岸美！大自然の中の青い海と真っ白な岩
のコントラストは絶景です！これからの時
期に向けては、ダイビングなどのマリンレジ
ャー、BBQ、さらに宿泊まで利用出来る施
設等、設けられています。
近くにあるのに、行ったことがない方など
いらっしゃいましたら、是非、一度足を運ば
れてみてはいかがでしょうか。

【住所】〒649-1123�
日高郡由良町大引960− 1

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

白崎海洋公園

【取材】由良支店　中岡�千夢紀

直売所出品者紹介

日高川町 伊
い

奈
な

　稔
とし

勝
かつ

さん

紀州花野果市

出品先

ミニトマト
「アイコ」、
みかん

主な出品物

オープン当初から出品しています。少しでも美味しいも
のを消費者の皆様にお届けしたいと思っています。これ
からも多くの方に選んでいただけるよう頑張ります。

　JA紀州に入組して、早くも1年が経ちます。まだ
まだ組合員の皆様の役に立てることは少ないですが、
少しずつ役に立てるよう頑張ります。趣味は、ドライ
ブと、料理を作ることです。好きなことは、美味しい
ものを食べることです。

やっぱり、地元産！
日
高
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー

営
農
指
導
員

  

き
よ
は
ら
　
　
な
つ
き

清
原 

夏
樹

出品者募集中！
紀州花野果市利用会
問合せ先：営農企画課　☎0739-72-3956（担当：中野）



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課��

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがき
ま た は FAX（0738-32-7140）
にてご応募下さい。
　皆様からお寄せいただいたおた
より、感想等は広報誌・HP 上に
掲載させて頂く場合がございます。
その際は市町村・イニシャルを使
用させて頂きます。ご了承下さい。

5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�親しい人に対して、つい口うるさくなってしまう気配。見守る姿勢を大切に。リラックスするには足湯がベスト　
【健康運】開運には不規則な生活習慣の改善が必須　【幸運を呼ぶ食べ物】メロン水瓶座 1/20〜
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22読者の広場

小玉スイカ 1玉

名前は、9月に家にやってきたので「クーちゃん」と名付けました。来客があると、和枝さんを
呼びにきてくれます。活発でよく動き回るクーちゃんですが、夜は和枝さんの布団に入りこみ、
一緒に寝る甘えん坊。そんな姿が可愛いと微笑み、「クーちゃんは家族の一員で、孫と同じくら
い可愛い存在です」と話してくれました。
� 【取材】切目出張所　木村�啓伯

印南町島田
クー（♀・12 才）
飼い主：小川 和枝さん

①  てこには──・力点・作用点があり
ます

③  5 月 5 日は──の日。国民の祝日で
す

⑤  父や母の兄弟です
⑥  川の流れの急な所
⑦  別名は虞美人草、ポピー
⑨  日本庭園だとコイが泳いでいること

も
⑪  刃物で紙に描きます
⑬  生物や化学を学ぶ教科
⑮  無地ではない衣服
⑰  バイオリンや笛のこと
⑲  鳥よけに張ることもあります
⑳  唱歌『春の小川』の歌詞に出てくる

花
⃝  レイシとも呼ばれる果物

① 潮の引いた浜で貝を探します

② マジシャンが披露するもの

③  ストー夫人の著書『アンクル・トムの

──』

④  輪のある惑星として知られています

⑥  急いで記した文字のこと

⑧  野球部の監督が選手に──を飛ばした

⑩  動物がよく通る所にできます

⑫  魚やイカの呼吸器官

⑭  化粧をするときにのぞきます

⑯  イースター島の巨大な石像

⑱  同伴者のこと

二重マスの文字を A ～ E の順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

■ヨコのカギ■タテのカギ

21

●先月号の答えは
 「タケノコ」でした

3月号応募数：130通

プレゼント!
●締切　
4月30日（月）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって代
えさせて頂きます。

正解者の中から抽選で５名の方に、



【全体運】�コミュニケーション運が活性化。初対面の人とも楽しく話が弾みそう。人脈を広げた分、チャンスも広がります　
【健康運】姿勢を正せば健康面にうれしいご褒美あり　【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

5月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19〜
3/20

23 ふれあいコーナー・表紙紹介

営
農
指
導
員
研
究
活
動
発
表
会
の
記
事
で
、な

つ
か
し
い
指
導
員
の
名
前
を
見
つ
け
ま
し
た
。各

指
導
員
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
日
高
町
Ｕ
・
Ｋ
）

◎
知
識
や
技
術
を
磨
き
、
組
合
員
の
方
々
へ
所
得

向
上
を
目
指
し
て
日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
Ｊ
Ａ
紀
州
の
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
紀
州
は
い
ろ
ん
な
面
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

ね
。
広
報
誌
「
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
」
の
作
成
も
毎

月
毎
月
記
事
集
め
に
大
変
で
し
ょ
う
ね
。
和
歌
山

は
自
然
豊
か
で
、
そ
れ
を
生
か
し
た
農
業
が
生
計

の
中
心
に
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
安
心
安
全
な
作

物
づ
く
り
に
は
研
究
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
新
の

情
報
を
待
っ
て
い
ま
す
。（
み
な
べ
町
Ｔ
・
Ｒ
）

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。和
歌
山
の
中
で
も
、

特
産
が
一
番
多
い
Ｊ
Ａ
紀
州
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
な
情
報
も
、
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

桜
も
咲
き
始
め
ま
し
た
。
花
見
で
一
杯
や
り
た

い
気
分
で
す
。 

（
美
浜
町
Ｙ
・
Ｔ
）

◎
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
桜
も
キ
レ
イ
で

見
惚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
花
粉
症
に
は

気
を
付
け
て
過
ご
し
た
い
で
す
よ
ね
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！

元気でしっかり者の悠ちゃんと、照れ
屋だけど人を笑わせるのが好きな慶一く
ん。最近は、2 人で吉本新喜劇にはまっ
ています。悠ちゃんは、この春から小学
生になりました。新生活にわくわくどき
どきの毎日です。慶一くんは、お姉ちゃ
んのいない子ども園に通うのもへっちゃ
らと張り切っているそうです。

表紙紹介
桜がもう満開になる季節になりましたね。

四季の中でも、私は春が大好きです。学生時代
に、奈良公園や平城宮跡の満開の桜並木を見
て、とてもキレイで感動しました。あの感動を
もう一度味わいたいと思って、奈良に行きた
くなります。花粉症と闘わなければなりませ
んがね…（笑）年に一回の楽しみです♪ （堀）

八朔が好きです。好きになったのはここ
数年のことで、由良の「さつき八朔」を取材
してから、その美味しさの虜になりました。
バリッという爽快な音を立てて外皮をむく
と、広がる清々しい香り。房に分けて薄皮を
むくと現れる、目にも鮮やかな山吹色の果実。
口に入れた瞬間、溢れ出す果汁。甘み、酸味、
独特の苦味。ついもう一房…と手が伸びてい
ます。五感全てで感じる八朔、大好きです。

（宮脇）

編集後記

畑
はた

﨑
ざき

　悠
はるか

ちゃん（6才）

　　　慶
けい　いち

一くん（4才）

�ご家族からのメッセージ　
　それぞれの成長を感じる毎日です。姉弟仲良く、伸び伸びと明るく元気
に大きくなってね！

みなべ町熊岡

艶
福
の　

夢
へ
無
枠
な　

チ
ャ
イ
ム
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る�

（
印
南
町　
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蓉
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川
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梛
亭
々
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百
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鳥　
　

�

（
印
南
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P.N
井
蛙
）
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句
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この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

みなべ営農販売
センター

荻野　翔大さん

JA Kisyu
Cooking
vol.046

●うすいの甘煮
実えんどう� 200g
だし汁� 400ml
砂糖� 50g
塩� 少々

●まるごとガーリック揚げ
うすいえんどう（さやのまま）
� 200g
ニンニク� 1片
揚げ油� 適量

＊材　料（約 2〜 3人前）＊

うすいの甘煮&まるごとガーリック揚げ

う す い の 甘 煮

ま る ご と ガ ー リ ッ ク 揚 げ

❶

うすいえんどうは全て、さやか
ら実を取り出す。

❷

鍋の中に①とだし汁を入れて
強火で煮る。（沸騰するまで）

❸ ❹

豆がふっくらとしてきたら、残りの
砂糖25ｇを加えて約5分煮る。最
後に塩を入れる。

❶

うすいえんどうを水で
洗って、水分を拭き取り、
さやの両端を切る。

約160℃の油（箸を入れてゆっ
くり泡がはじけるくらい）に、
重ならないようにうすいえんど
うをゆっくり入れる。

片面に火が通ってから
②を入れる。

ひっくり返して、両面の
色が変わるまで揚げる。

❷ ❸ ❹ ❺

ニンニクをみじん切り
にする。

沸騰したら砂糖25gを加えて
弱火で約10 分煮る。

旬の「うすいえんどう」を
地元直伝の甘煮にしました！
甘くてホクホク食感がクセに
なります♪ガーリック揚げは
お酒のつまみにしても最適で
す！甘煮のレシピは「家の光
4月号」にも掲載中


